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企 画 室金木町役場 締嶋発 行

って.〃

ハ
月
十
五
Ⅱ
、
中
央
公
民
館
で
昭
和
九
十
六
年
度
の
成
人
を
祝
う
会

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
Ⅲ
成
人
を
迎
え
た
の
は
男
女
合
わ
せ
て
・
一
，
三
卜
凡
人
。

式
典
で
は
、
川
小
町
歴
ら
が
お
祝
い
や
励
ま
し
の
高
菜
を
述
べ
記

念
肺
を
剛
呈
、
成
人
を
代
表
し
て
、
川
叩
・
一
紀
子
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
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型
Ⅲ
㈹ 町

の
動
き

町の人口と世帯数

男7，197人

人'－1女7,411人

計14,608人

世帯数3,85711t帯

芦
野
州
地
連
動
会

（
芦
野
グ
ラ
ン
ド
）

女
性
バ
イ
ク
競
技
会

金
水
川
勤
小
学
校
）

淌
曲
惟
涌
膨
勤
セ
ン

タ
ー
（
小
火
公
民
節
）

夏
の
交
迦
安
全
迎
助

パ
レ
ー
ド

第
誕
川
北
邪
社
会
福

祉
大
会
（
中
央
公
殿

餅
）
喪
ノ
川
陳
地
戯

尊
大
祭
前
夜
祭

擬
ノ
川
脈
地
蔵
尊
大

祭交
通
安
全
大
学
（
中

央
公
氏
航
）

交
迪
安
全
祈
願
モ
チ

つ
き
大
会
・
カ
ラ
オ

ケ
大
会
（
中
央
公
脆

蝕
）

(S.56.7.3111現在）
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も

金 木だよ り (2）

第
三
十
一
回
「
知
砺
と
語
る
つ
ど
い
」
が
去
る
八
月
十
二
日
午
後
二
時
か
ら
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
米
価
や
転
作
、
青
少
年
問
題
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
兄
が
交
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
つ
ど
い
に
は
県
側
か
ら
北
村
知
邪
、
藤
川
企
画
部
長
、
北
地
方
農
林
蛎
務
所
長
な
ど
各
出
先
機

関
の
長
、
地
元
か
ら
は
田
中
町
長
、
花
田
、
原
田
両
県
識
会
議
瓜
、
選
ば
れ
た
地
域
住
民
十
八
人
の
総

勢
四
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
北
村
知
躯
が
「
皆
さ
ん
の
意
兄
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と
同
時
に
、
行
政
を
も
っ
と
身
近

な
も
の
に
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
そ
の
あ
と
懇
談
に
入
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
。
・

司
会
て
行
き
た
い
。
又
、
健
康
食
品

こ
の
よ
う
な
場
で
す
が
、
ざ
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
す
る

つ
く
ば
ら
ん
に
ど
し
ど
し
発
言
こ
と
は
非
常
に
同
感
で
あ
る
。

○
画
■
ロ
を
お
願
い
し
ま
す
。

泉
谷
佳
正
さ
ん
（
川
倉
）

“
ロ
ロ
』
》
一
鳴
海
浄
さ
ん
（
嘉
瀬
）
葉
た
ば
こ
の
主
産
地
形
成
に

る五
口

二
二
回 どつ

知
事

わ
い
化
栽
培
、
無
袋
化
な
ど

は
コ
ス
ト
を
下
げ
る
為
に
は
必

要
で
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

や
は
り
雪
の
少
な
い
県
南
地
方

に
わ
い
化
を
奨
励
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
区
別
な

く
県
全
域
に
わ
た
っ
て
奨
励
し

り
ん
ご
の
わ
い
化
栽
培
の
奨
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
の
で
す

励
を
雪
の
深
い
地
域
や
浅
い
地
が
。

域
の
区
別
な
く
進
め
て
ほ
し
い
。

又
、
り
ん
ご
の
消
饗
拡
大
の
た
知
事

め
に
健
康
食
品
と
し
て
の
イ
メ
葉
た
ば
こ
栽
培
面
積
の
拡
大

－
ジ
を
、
前
面
に
押
し
出
し
て
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
ど
ん
ど

宣
伝
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
ん
専
売
公
社
に
働
き
か
け
て
行

。

く
つ
も
り
で
す
。

●

最
近
、
商
校
生
に
よ
る
バ
イ

ク
の
事
故
な
ど
が
多
発
し
て
い

る
状
態
で
す
が
、
免
許
取
得
年

令
の
引
き
上
げ
等
を
検
討
し
て

み
て
は
ど
う
か
。

知
事

毛
内
英
文
さ
ん
（
嘉
瀬
）

知
事

切
実
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
農
林
班
務
所
や
町
と
よ

く
相
談
し
て
欲
し
い
。

成
田
亀
逸
さ
ん
（
金
木
）

老
人
ク
ラ
ブ
の
地
域
活
動
促

進
特
別
醜
業
を
旧
三
市
に
限
定

し
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
わ
け

か
。
町
村
に
も
力
を
入
れ
ら
れ

な
い
も
の
か
。

知
事

事
業
礎
枠
の
関
係
で
そ
う
な

っ
て
い
る
が
、
今
年
は
町
村
に

も
進
め
て
行
き
た
い
し
、
そ
う

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

免
許
取
得
年
令
の
引
き
上
げ

は
、
私
の
権
限
で
は
決
め
ら
れ

な
い
が
、
事
故
防
止
に
は
こ
れ

か
ら
も
住
民
み
ん
な
が
真
剣
に

考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

既
存
の
牧
草
地
の
賛
貸
僑
の

期
限
が
切
れ
る
た
め
、
国
有
林

を
活
川
し
て
牧
草
地
を
造
成
し

た
い
が
、
適
地
が
な
く
、
ま
た

幼
令
木
補
償
な
ど
負
担
が
大
き

す
ぎ
て
…
…
。

竹
内
義
就
さ
ん
（
藤
枝
）

今
ト
シ
さ
ん
（
喜
良
市
〉

●
背
少
年
の
非
行
な
ど
青
少
年
知
事

問
迩
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
背
少
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ど
こ
の
町
村
か
ら
も
こ
の
よ

－
を
発
散
さ
せ
る
場
、
例
え
ば
う
な
要
望
が
あ
り
ま
す
。
都
市

研
修
施
投
と
か
の
不
足
な
ど
も
計
画
の
あ
る
場
合
は
補
助
事
業

そ
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
と
し
て
実
施
で
き
る
。

は
な
い
か
。

吉
田
登
志
一
さ
ん
（
蒔
田
）

知
事

米
価
決
定
の
根
拠
が
あ
い
ま

お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
い
い
で
あ
る
。
物
価
指
数
等
を
利

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
う
い
う
用
す
る
と
か
、
明
確
化
す
べ
き

施
投
の
整
備
に
は
力
を
入
れ
て
だ
と
思
う
。
又
、
安
全
多
収
、

行
き
た
い
。
味
の
よ
い
米
、
よ
く
売
れ
る
品

種
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

西
沢
ト
ミ
さ
ん
（
金
木
）

い
・

や
は
り
青
少
年
の
非
行
、
暴

走
族
な
ど
の
問
題
で
す
が
、
こ
知
事

の
よ
う
な
問
題
の
防
止
に
は
、
趣
旨
は
よ
く
理
解
で
き
る
が
、

家
庭
教
育
、
母
親
教
育
が
蛾
も
非
柑
に
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ

大
切
だ
と
思
う
。
そ
う
い
う
意
る
。
品
種
は
む
つ
か
お
り
な
ど
、

味
で
も
婦
人
会
活
動
の
拠
点
で
開
発
に
努
め
て
い
る
が
、
今
後

あ
る
婦
人
会
館
の
整
備
が
必
要
も
よ
り
一
段
と
努
力
し
た
い
。

だ
と
思
い
ま
す
。

三
上
和
子
さ
ん
（
金
木
）

知
事

教
員
勤
務
地
居
住
が
少
な
く
、

前
者
と
同
様
に
力
を
入
れ
て
校
外
指
導
上
支
障
が
な
い
だ
ろ

行
き
た
い
。
う
か
。
そ
の
た
め
に
も
教
典
住

宅
を
つ
く
っ
て
は
．
…
・
・
・
・

秋
元
洋
子
さ
ん
（
金
木
）

子
供
の
遊
び
場
等
が
最
近
不

足
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
遊

び
場
等
を
建
設
す
る
と
し
た
ら

補
助
は
出
る
も
の
な
の
か
。

知
事

教
風
住
宅
な
ど
つ
く
っ
て
も

は
た
し
て
入
る
人
が
い
る
だ
ろ

う
か
。
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(3） 金木だよ り
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西
村
晃
一
さ
ん
（
蒋
良
巾
）
渕
介
を
依
細
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
結
果
を
兄
て
棋
砿
に
対
処

岻
作
奨
励
金
が
打
ち
切
ら
れ
す
る
痔
え
で
あ
る
。

る
こ
と
は
な
い
か
。

秋
元
和
雄
さ
ん
（
金
木
）

知
事

町
で
は
公
共
川
地
取
得
が
附

川
が
約
束
し
て
転
作
を
進
め
雌
な
た
め
、
仏
大
川
地
の
払
下

て
い
る
以
上
、
袖
助
金
の
師
ち
げ
を
働
き
か
け
て
い
る
が
、
払

切
り
は
考
え
ら
れ
な
い
。
卜
げ
川
棉
が
町
の
財
政
規
模
で

は
あ
ま
り
に
ぼ
う
大
で
あ
る
と

土
岐
和
子
さ
ん
（
琉
瀬
）

聞
き
ま
す
。
雌
で
も
何
か
方
法

米
の
淌
曲
拡
大
の
た
め
尤
全
を
柵
じ
ら
れ
な
い
も
の
か
。

米
飯
給
食
を
進
め
て
ほ
し
い
。

知
事

知
事

催
い
間
の
懸
案
だ
が
、
解
答

現
在
、
週
二
Ｍ
と
な
っ
て
い
で
き
る
状
況
に
な
い
。
し
か
し

る
が
、
そ
れ
以
上
川
の
袖
助
金
扣
談
に
は
今
後
も
の
る
。

が
川
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
川
に
対
す
る
働
き
か
け
中
谷
ミ
ツ
さ
ん
（
川
倉
）

は
続
け
て
行
く
つ
も
り
だ
。
生
活
改
善
を
進
め
る
た
め
に

珊
修
施
投
が
必
要
で
あ
る
。

葛
西
照
光
さ
ん
（
金
木
）

恥
川
機
会
の
琳
大
、
帝
産
、
知
事

商
工
振
興
の
た
め
、
町
で
は
、
正
夫
し
て
既
股
の
施
没
を
利

ば
ん
え
い
競
賜
の
州
投
を
希
瓠
川
し
て
願
き
た
い
・

し
て
い
る
が
、
兄
迦
し
は
・
・
・
…
。

中
谷
義
光
さ
ん
（
金
木
）

知
事

陸
迎
行
政
に
つ
い
て
知
猟
の

競
賜
場
州
股
に
は
採
算
が
と
権
限
を
強
め
て
ほ
し
い
・

れ
る
か
ど
う
か
が
一
器
問
題
に

な
る
と
川
心
う
が
、
い
ず
れ
に
し
知
事

て
も
県
で
は
↓
」
の
川
越
主
対
し
検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
・

て
、
現
在
中
央
の
閥
在
機
関
に

●

伊
藤
美
代
さ
ん
（
喜
良
市
）

現
在
、
こ
れ
ら
の
施
股
ま
で

一
時
問
程
度
の
も
の
で
、
そ
う

不
便
で
は
な
い
と
思
う
が
、
道

路
整
術
の
枠
内
で
考
え
た
い
。

又
、
ダ
ム
雌
投
も
そ
の
方
向
に

進
ん
で
い
る
。

知
事

東
北
新
幹
線
、
東
北
、
動
中

道
、
新
背
森
空
港
な
ど
、
商
速

令
も
、
幻
Ｌ

交
通
時
代
に
入
っ
て
い
る
力

州
地
域
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
か

ら
速
隔
の
地
に
あ
る
。
せ
め
て

孔
所
川
原
か
ら
浪
岡
イ
ン
タ
ー

ま
で
商
速
打
料
道
路
を
つ
く
っ

て
頂
け
な
い
も
の
か
。
又
、
岩

木
川
上
流
に
も
う
一
つ
ダ
ム
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

町
災
さ
ん
と
よ
く
杣
談
し
て

ほ
し
い
。

保
育
所
に
も
送
迎
バ
ス
を
使

え
な
い
も
の
か
。

知
事

棟
方
兼
夫
さ
ん
（
漕
良
市
）夕
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(4)金木だよ り

『
参
加

－
の
学
習
か
ら
」
と
七
月
二
十
場
担
当
職
は
、
学
校
の
生
徒
脂

四
日
、
中
央
公
民
館
で
西
北
五
導
教
諭
を
は
じ
め
各
関
係
機
関

地
方
で
は
初
め
て
の
「
交
通
安
剛
体
の
リ
ー
ダ
ー
ら
約
百
二
十

全
大
学
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
人
が
生
徒
と
し
て
参
加
。
喋
警

こ
れ
は
金
木
地
区
交
通
安
全
本
部
な
ど
か
ら
派
過
さ
れ
た
術

協
会
（
今
与
八
郎
会
長
）
が
主
師
の
紬
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
な

”
・
Ｉ
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者

「
交
通
覗
故
防
止
は
リ
ー
ダ
催
し
、
津
軽
北
部
川
町
村
の
役
が
ら
、
改
め
て
安
全
へ
の
「
参

…
…
§

f

●

加
と
行
動
」
を
誓
っ
て
い
ま
し

た
。

今
Ｍ
の
「
大
学
」
附
投
は
、

安
全
思
想
の
将
及
撤
底
の
実
を

上
げ
る
た
め
中
核
的
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
を
目
指
し
て
計
画
さ
れ

た
も
の
で
、
開
校
式
で
は
、
吉

兄
善
七
副
学
長
（
金
木
警
察
署

長
）
が
「
相
変
わ
ら
ず
の
死
亡

穎
故
発
生
パ
タ
ー
ン
で
、
地
域

を
あ
げ
て
の
防
止
活
動
が
急
務

で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
次
い

で
北
山
真
澄
県
警
交
通
部
参
事

官
、
盛
清
吾
交
通
安
全
対
策
室

長
が
、
取
り
締
ま
り
や
行
政
サ

イ
ド
か
ら
安
全
教
育
の
必
要
性

を
説
き
ま
し
た
。

続
い
て
講
識
に
入
り
、
午
前

中
は
原
田
昭
県
警
交
通
企
画
課

長
補
佐
と
徳
差
健
三
郎
元
背
森

市
立
長
島
小
学
校
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
「
現
下
の
交
通
怖
勢
に
つ

い
て
」
「
子
ど
も
の
交
通
事
故

防
止
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
安

全
に
対
す
る
社
会
、
家
庭
教
育

の
問
題
点
を
指
摘
。
「
積
極
的

な
参
加
と
行
動
を
」
ま
た
「
親

自
身
が
自
ら
の
姿
勢
を
正
せ
」 ※ 蝿

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

纈
砿
の
あ
と
は
、
会
場
で
質

ら
毛
、
凸
、

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
力

出
席
行
か
ら
は
「
毎
年
こ
う
し

た
学
習
の
場
を
股
け
て
欲
し
い
」

「
迎
勅
に
対
す
る
向
倫
を
失
い

か
け
て
い
た
が
”
渦
“
を
入
れ

ら
れ
た
思
い
だ
」
と
い
っ
た
声

金
木
地
区
交
通
安
全
協
会
と

金
木
警
察
署
共
惟
の
女
性
バ
イ

ク
安
全
運
転
競
技
大
会
が
七
月

十
九
日
に
金
木
白
動
車
学
校
で

開
か
れ
、
管
内
各
支
部
か
ら
六

チ
ー
ム
、
約
四
十
五
人
の
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
が
参
加
し
、
運
転

技
術
や
運
転
マ
ナ
ー
を
競
い
あ

い
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
買
い
物
や
農
作

業
に
出
か
け
る
た
め
、
バ
イ
グ

を
運
転
す
る
女
性
が
急
増
し
、

こ
れ
が
事
故
に
つ
な
が
る
ケ
ー

ス
も
珊
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

運
転
技
術
や
交
通
道
徳
を
向
上

さ
せ
、
交
通
事
故
を
一
掃
し
よ

う
と
の
ね
ら
い
か
ら
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

競
技
は
ま
ず
三
十
分
間
の
学

科
テ
ス
ト
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
次

い
で
川
倉
支
部
の
泉
谷
加
千
子

〃
く
れ
ぐ
れ
も
安
全
に
〃

女
性
バ
イ
ク
競
技
会

● が
川
さ
れ
、
受
就
行
の
反
響
は

ｋ
々
で
し
た
。

雌
後
に
占
兄
副
学
艇
か
ら
受

柵
行
代
炎
の
杣
賜
京
子
さ
ん
（

金
木
地
Ⅸ
交
通
安
全
腓
の
会
会

挺
）
に
修
了
征
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ん
が
「
交
通
安
全
精
神
に
の

っ
と
り
、
正
々
堂
々
と
競
技
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
、
実
地
テ
ス
ト
に
入
り

--.-.-ハンドルを握る手も真剣に

ま
し
た
。
実
地
で
は
、
各
選
手

と
も
背
番
号
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

身
に
つ
け
、
真
剣
な
表
怖
で
ハ

ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
の
部

一
位
葛
西
富
美
江
（
五
林
）

二
位
泉
谷
加
千
子
（
川
倉
）

三
位
蝦
名
ト
ミ
（
金
木
）

四
位
今
久
美
（
五
林
）

五
位
古
川
富
士
子
（
少
）

剛
体
の
部

一
位
中
里
五
林
チ
ー
ム

二
位
川
倉
チ
ー
ム

三
位
中
里
宮
川
チ
ー
ム
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税のはなし○一一一

’篭議繊溌議謹雛雛■◆お酒や品物にかかる税金

私たちの日常生活に深いかかわりのある身

近な税金としてお酒やその他の品物にかかる

間接税があります。そこで、間接税の主なも

のである酒税と物品税について説明しましょ

う。

（酒税）

清酒・ビール・ウイスキーなどの酒類にか

かる税金で、製造工場から出荷されるときに

その数璽に税率をかけて計算します。また、

値段の高いお酒については、出荷価格に税率

をかけて計算します。

（物品税）

宝石や自動車、ゴルフ用品などの品物で一

定額以上の物にかかる税金です。

取引の形態によって宝石など小売の段階で

かかるものと、自動車など製造工場から出荷

されるときにかかるものとカヌあります。

（仙台国税局・税務署）

◆料理飲食等消費税とは？

みなさんが、パーやスナック、レストラン‘

すし屋などで、お酒を飲んだり、料理を食べ

たとき、また、旅館やホテルなどに宿泊した

ときは、料理飲食等消費税という県の税金が

かかります。

この税金は、飲食料金や宿泊料金の十パー

セントになりますが、料金と一緒にお店や旅

館に支払うことになっています。

このとき、みなさんが税金を支払ったしる

し、また、お店や旅館の経営者ｶﾇ、税金を受

けとったしるしとして、公給領収証が発行さ

れます。

公給領収証には、飲食した内容が正しく記

載され、明細が良くわかるようになっており

会計上のトラプルが起きないように工夫され

ています。また、ご負担いただいた税金は、

誤りなく県へ納入されます。

公給領収証は必ず受けとりましょう。

（五所川原県税事務所）

カラオケ大会
もちつき大会

各
地
で
夏
の
交
通
安
全
運
動

た
け
な
わ
で
す
が
、
当
町
で
も

七
月
二
十
六
日
、
金
木
地
区
交

通
指
導
隊
（
今
与
八
郎
総
隊
長
）

主
催
の
交
通
安
全
祈
願
カ
ラ
オ ●

ケ
大
会
と
も
ち
つ
き
大
会
が
、

中
央
公
民
館
に
お
い
て
盛
大
に

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
年
々
増
加
の

一
途
を
た
ど
る
交
通
事
故
の
撲

甘
醗
鰕
》

、
雄
隊
が
一
案
を
こ
う

１
１
出
じ
た
も
の
で
す
。

るす
こ
の
日
午
前
十

一
な
ど
か
ら
の
応
援

一
一
‐
‐
確
需
壼
芯
聿
鑑
唖

嘩
■
”
ユ
も
ち
を
つ
き
上
げ
、

道
ゆ
く
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
も
ち
つ
き
に
精
を
出
す
関
係
者

一
人
に
「
蛎
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
、
ど
う
か
安

全
運
転
を
ｌ
」
と
呼
び
か

け
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

引
き
続
き
午
後
か
ら
カ

ラ
オ
ケ
大
会
が
開
か
れ
、

ノ
ド
に
自
慢
の
出
場
者
た

ち
は
、
交
通
安
全
と
醤
か

れ
た
た
す
き
を
か
け
熱
唱

し
、
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
暴
走
族
三
位
三
上
金
春
（
中
里
）

を
取
り
扱
っ
た
映
画
を
鑑
賞
、
四
位
中
村
た
い
子
（
〃
）

改
め
て
暴
走
運
転
の
恐
し
さ
を
五
位
小
田
原
幸
雄
（
〃
）

か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。
六
位
山
田
民
子
（
相
内
）

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
入
賞
者
は
七
位
荒
井
健
一
（
金
木
）

次
の
通
り
で
す
。
八
位
今
ひ
で
子
（
〃
）

一
位
三
上
倖
二
（
金
木
）
九
位
野
上
祐
造
（
内
潟
）

二
位
木
村
ミ
ョ
シ
（
薄
市
）
十
位
高
松
久
治
（
金
木
）

●

暴走行為をさせない

見に行かない
★見つけしだいスグ通報を／

税のはなし 一一○

』
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《
毎
年
九
月
一
日
現
在
で
、
選

一
謹
秘
蒋
認
雌
塞
緬
準
恥
奄
樒
恥

》
二
日
に
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ

》
選
挙
人
名
簿
は
一
度
登
録
さ
▼
登
録
基
準
日
昭
和
五
十
六
年
九
月
三
日
か
》

》
れ
る
と
、
死
亡
し
た
り
、
他
の
昭
和
五
十
六
年
九
月
一
日
ら
九
月
七
日
ま
で
際》

》
市
町
村
に
転
出
し
な
い
か
ぎ
り
、
▼
住
所
要
件
（
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
》

》
永
久
に
登
録
さ
れ
る
も
の
で
玄
昭
和
五
十
六
年
六
月
一
日
以
～
午
後
五
時
ま
で
）
》

》
と
く
に
、
新
し
く
転
入
し
て
前
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
金
木
町
役
場

鱗
欝
…
…
…
…
…
職
…
磯
…
…
…
…
…
…
…
…
欝
潅
繼
鱈
潅
聯
恥

》
き
た
人
や
、
九
月
一
日
現
在
で
者
お
よ
び
転
入
届
を
し
た
者

浮
脅
脅
孝
帝
零
ｆ
ｆ
ｆ
響
ｆ
希
冬
脅
轡
零
＄
畠
・
民
。
骨
＃
骨
＄
＃
脅
骨
脅
脅
脅
命
必
脅
３
３
骨
＃
凸
・
骨
晶
。
＃
＃
３
＄
＃
＃
＄
＃
＃
＆
●
３
＄
３
＄
辱
き
ｆ
斗
争
＃
＃
＃
ｆ
蕊

》
選
挙
人
名
簿
の
定
時
登
録
に
つ
い
て
▼
年
令
要
件
》難

一
毎
年
九
月
一
日
現
在
で
、
選
満
二
十
才
に
達
す
る
人
で
、
次
昭
和
一
千
六
年
九
刺
一
側
以
》

蓉
挙
人
名
節
に
登
録
さ
れ
る
資
格
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
登
録
さ
前
の
出
生
者
零零

》
を
有
す
る
人
を
渦
在
し
、
九
月
れ
ま
す
の
で
、
縦
覧
期
間
内
に
▼
登
録
日
鐙妊参

一
二
日
に
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
確
認
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
昭
和
五
十
六
年
九
月
二
日
》

一
て
お
り
ま
す
。
た
し
ま
す
。
▼
縦
覧
期
間
及
び
場
所
砕娠

地
域
活
動
の
前
進
誓
う

北
郡
社
会
福
祉
大
会

「
立
ち
あ

が
る
手
に
、

あ
な
た
の

手
を
」
「
ひ

ろ
げ
よ
う

愛
の
輪
、

柵
勅
す
る

祉
協
」
を

ス
ロ
ー
ガ

ン
に
七
〃

二
十
二
川

中
央
公
災

飢
で
北
川

六
町
村
の

禰
祉
関
係●

荷
約
三
両
九
十
人
が
柴
っ
て
北

椰
社
会
桶
祉
大
会
が
附
か
れ
ま

し
た
。入

会
は
午
前
中
「
町
村
祉
会

擶
祉
協
縦
会
に
の
ぞ
む
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

；
．
食
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
は

４
．さ

ん
で
午
後
か
ら
式
典
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
花
川
一
大
会
踵
が

「
今
年
は
川
際
陣
諜
荷
年
。
柵

祉
に
対
す
る
仇
氏
意
拙
の
耐
揚

に
一
肘
努
力
し
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
次
い
で
川
中
町
民
が
「

川
ご
ろ
の
禍
助
に
敬
意
を
炎
し

今
後
の
活
跳
を
期
待
す
る
」
と

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

統
い
て
功
労
者
表
彰
、
来
賓

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
表
彰
行

を
代
表
し
て
洲
村
粂
太
郎
さ
ん

て
い
ま
す
が
、
こ

タ
ー
建
設
で
、
す

が
完
了
と
な
り
ま

す
。

地
鎮
式
に
は
田

中
町
長
を
は
じ
め

関
係
者
約
三
十
人

が
出
席
し
、
神
事

が
厳
か
に
執
り
行

わ
れ
た
あ
と
、
田

中
町
長
ら
が
く
わ

入
れ
と
玉
ぐ
し
を

奉
典
し
、
工
事
の

安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。同

セ
ン
タ
ー
は

鉄
骨
二
階
建
て
で

総
工
蛮
約
一
億
二

さ
る
八
月
凶
Ｈ
、
芦
野
公
剛
千
万
円
、
一
階
が
総
食
室
と
案

内
に
あ
る
歴
史
乢
俗
資
料
蛇
と
内
窺
、
二
階
が
休
憩
室
と
会
縦

な
り
に
お
い
て
、
然
休
錠
村
符
寵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

理
セ
ン
タ
ー
の
地
鎮
式
が
挙
行
Ｍ
セ
ン
タ
ー
が
光
成
す
る
こ

さ
れ
ま
し
た
。
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
進
め

当
町
で
は
昭
和
五
十
三
年
皮
て
き
た
、
然
休
養
村
整
備
那
業

か
ら
総
駆
業
岱
約
七
億
円
で
、
の
管
理
迩
尚
の
拠
点
と
な
る
ほ

口
然
休
養
村
整
備
醜
業
を
進
め
か
、
観
光
面
で
も
大
い
に
活
川

て
い
ま
す
が
、
こ
の
管
理
セ
ン
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

タ
ー
建
設
で
、
す
べ
て
の
事
業
ま
す
。

が
完
了
と
な
り
ま
工
事
の
安
全
を
願
う
関
係
者

が
謝
僻
を
述
べ
ま
し
た
。
当
町

の
受
岱
荷
は
次
の
辿
り
で
す
。

▽
表
彰
状
Ⅲ
岩
村
粂
太
郎
、
占

川
明
美
、
三
浦
禅
雄
、
秋
沁
金

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

地
鎮
式
行
わ
れ
る

…－－ 鑓
●

州
淑
嶮
鉢
州
岼
諦
排
鋤
州
究
会
、
一

▽
感
謝
状
Ｉ
中
谷
秀
八

一

一
国
保
連
合

会
長
賞
を

受
賞

こ
の
ほ
ど
第
七
十
一
皿
青
森

県
国
民
健
腹
保
険
剛
体
連
合
会

一
一
地
諦
幟
峠
岬
幟
鍛
姉
娠
鋼
劫
鈍
、

長
沢
Ⅲ
茂
氏
と
今
久
米
雄
委
員

が
昭
和
五
十
六
年
度
国
保
運
営

委
幽
の
部
で
、
国
保
連
合
会
長

一
蹴
権
腱
趣
嘩
吋
蓉
乳
峨
識
会
議

ｕ
と
し
て
、
又
国
保
会
長
と
し

て
国
保
の
運
営
に
当
た
り
、
県

内
で
は
す
ば
や
く
商
額
療
養
費

の
貸
付
金
制
度
の
制
定
に
貢
献
、

又
今
久
米
雄
氏
は
長
期
間
に
わ

た
り
町
議
会
議
員
と
国
保
運
営

一
委
員
と
し
て
国
保
の
発
展
に
尽

ゞ
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
右
沢
田
茂
氏

(b
‐

↑

’
一~~ －
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乗
り
物
酔
い
は
、
正
式
に
は

動
揺
病
と
い
い
ま
す
。
内
耳
に

あ
る
三
半
規
管
と
前
庭
と
が
平

衡
感
覚
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
ま

す
が
、
乗
り
物
の
揺
れ
が
激
し

い
と
調
節
で
き
な
く
な
り
、
自

律
神
経
が
混
乱
し
ま
す
。
こ
れ

が
乗
り
物
酔
い
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
ほ
と
ん
ど
酔
い

〆 、

遠
距
離
通
話
料
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

五
百
キ
ロ
を
超
え
る
、
い
わ

ゆ
る
遠
距
離
の
通
話
料
が
次
の

よ
う
に
か
わ
り
ま
し
た
。

五
百
キ
ロ
以
上
七
百
キ
ロ
ま

で
の
三
分
間
の
通
話
料
は
、
昼

間
改
正
前
は
六
百
円
だ
っ
た
も

の
が
五
百
二
ナ
円
に
な
り
、
七

百
五
十
キ
ロ
以
上
で
は
、
七
百

二
十
円
が
六
百
円
に
変
わ
り
ま

し
た
。 （ 苛亦）ご存じで

く
ら
し
の

百
科
①

「
遠
距
離
電
話
は
料
金
が
商
く
て
。
：
：
．
」
な
ど
と
悩
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に
朗
報
で
す
。

今
年
八
月
か
ら
五
百
キ
ロ
を
超
え
る
遠
距
離
屯
話
の
通

話
料
が
値
下
げ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
五
百

キ
ロ
以
上
の
遠
距
離
通
話
料
の
夜
間
深
夜
割
引
料
金
も
値

下
げ
に
な
り
ま
す
。

の
人
が
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
た

ど
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

体
質
に
も
よ
り
ま
す
。
酔
わ
な

い
た
め
に
は
普
段
の
訓
練
が
大

切
で
す
。
人
に
よ
っ
て
は
パ
ス

に
は
強
い
が
タ
ク
シ
ー
に
は
弱

ま
せ
ん
が
、
四
～
五
才
く
ら
い

に
な
る
と
酔
う
子
が
増
え
始
め

壮
年
期
に
な
る
に
つ
れ
て
酔
わ

な
く
な
り
、
老
年
期
に
な
っ
て

体
が
弱
く
な
る
と
酔
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て

日
雁
・
祝
日
の
昼
間
（
午
前

八
時
～
午
後
七
時
）
の
通
話
料

が
割
引
に
な
り
ま
し
た
。

割
引
の
対
象
と
な
る
の
は
、

六
十
キ
ロ
を
超
え
る
地
域
の
通

夜
間
割
引
、
深
夜
割
引
も
改

正
後
の
料
金
の
そ
れ
ぞ
れ
約
四

割
引
、
約
六
割
引
の
料
金
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
安
く
な
り
ま
し
た
。

＝垂

一匹廷

忠吟

呼吟

乗：
q

Q
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q

Q

醜
q

q

:い謄

を：
唖

巳

防：
q

G

ぐ：
6

昭

:に：
:は：
唖吟

旺影

…

…

日
曜
・
祝
日
割
引

●

話
料
で
、
割
引
率
は
約
四
割
で

か
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
’

す
。
で
す
か
ら
、
夜
間
割
引
、

深
夜
割
引
な
ど
と
あ
わ
せ
ま
す

と
、
終
日
割
引
料
金
で
咽
抽
が

◇
◇

な
お
、
こ
れ
ら
の
割
引
は
ダ
ー

イ
ヤ
ル
通
話
の
み
で
、
一
○
○
一

番
申
し
込
み
に
よ
る
通
括
料
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
を
。

い
、
船
だ
け
に
酔
う
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
型
が
あ
り
ま
す
。

一
般
に
は
上
下
の
揺
れ
、
大
き

な
揺
れ
が
酔
い
を
ひ
ど
く
す
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
普
段
か
ら
ｎ

分
の
苦
手
な
乗
り
物
に
少
し
づ

つ
価
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

酔
わ
な
い
乗
り
方
は
、
暗
示

と
自
信
を
持
た
せ
る
こ
と
で
す

が
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

○
寝
不
足
、
胃
腸
の
調
子
が
悪

〆

今
昇
子
（
満
作
）
喜
良
市

白
川
純
子
（
勝
治
）
金
木

其
田
知
志
（
忠
佳
）
川
倉

‐
一
秋
元
恵
美
（
進
）
〃

一
津
川
正
哉
（
一
志
）
嘉
瀬

原
叫
裕
子
（
正
光
）
中
柏
木

沢
田
ゆ
か
り
（
修
治
）
嘉
瀬

秋
谷
有
香
（
修
二
）
金
木

小
松
一
統
（
享
）
嘉
瀬

一
零
繩
悪
患
纈

』
触
帳
轆
雌
一
吟
鏥
一
催
郵

い
な
ど
、
体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
／

ヨ
ン
を
よ
く
と
と
の
え
る
。

○
空
腹
は
か
え
っ
て
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
消
化
の
良
い
も
の

を
軽
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

○
パ
ス
な
ど
は
運
転
手
に
近
い

席
、
船
で
は
横
に
な
っ
た
方

が
良
い
。

○
な
る
べ
く
遠
景
を
な
が
め
、

く
よ
く
よ
酔
う
こ
と
は
考
え

な
い
よ
う
に
。

○
ど
う
し
て
も
自
信
の
な
い
人

は
、
一
時
間
く
ら
い
前
に
酔

い
止
め
の
薬
を
飲
む
。

醗
澱
霧
繊
懸
癖
溌

お
め
で
と
う

Ｌ
も
■
川
、
■
■

Ｉ
６
９
Ｂ
０
ｎ
０
Ｂ
ｑ
且
■
Ｄ
９
Ｄ
ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｂ
０
■
℃
、
乃
巳
℃
乢
咽
四
〃

（
七
月
）

●へへへへへへへ

対太角小今平古徳伊三気鴫楠片
馬田田野出川田藤上仙村美山

スさ

和弘清一ミ健静兼い健裕賢昌宣
子明子秀エ宏子光子一子一子彦

～ へへ

窪塞藝潅謹讓雲
金静金中川禦五蒔一青金奈…兵
木賢木巖倉典開田議木M"

中
谷
寿
人
（
信
次
）
金
木

嶋
海
え
り
子
（
幸
治
）
嘉
瀬

沢
田
々
佳
奈
（
信
作
）
金
木

鎌
田
祐
輔
二
広
）
嘉
瀬

棟
方
・
希
（
周
二
喜
良
市

神
島
美
穂
（
鉄
三
）
嘉
瀬

小
野
智
史
（
賢
一
郎
）
金
木

沢
田
牧
江
（
茂
秀
）
〃

白
川
千
夏
（
郷
文
）
川
倉

鈴
木
奈
津
子
（
英
明
）
嘉
瀬

前
田
ゞ
佳
澄
（
滴
）
金
木

杉
山
奈
月
（
悟
）
中
柏
木

山
田
寛
子
（
英
幸
）
金
木

小
松
幸
太
（
久
）
嘉
瀬

小
山
内
正
樹
（
正
二
藤
枝

鳴
海
雄
一
郎
（
真
也
）
嘉
瀬

伊
丸
岡
恵
（
貢
）
喜
良
市

お
し
あ
わ
せ
に

r
〆 一、〆一､〆一へ〆一、〆ー、／一ヘ〆一、〆一、〆一、〆一、

野吉長工秋中菊浅宮工桜鴫白佐鈴加吉奈木竹
宮岡 谷 藤 庭 山 地 利 田 藤 井 海 川 藤 木 藤 崎 良 村 内
川 かよさ智

恵稔ゆほ敬里正敏俊し博節哲春泰ち武照三
子洋う彰る－美彦子一子明子男美視子雄美郎

蕊蕊壷蕊蕊蕊議襄霊蕊
金脅豊、金削荊協藤驚嘉禧籟嘉北三藤
木県町倉木県市倉町枝県瀬倉県県暑瀬纈枝

今
ト
ミ
エ
（
陀
才
）
喜
良
市

山
中
金
吾
弱
才
）
嘉
瀬

田
中
英
三
郎
（
帥
才
）
川
倉

阿
部
キ
ワ
（
印
才
）
嘉
瀬

平
井
ト
ミ
（
布
才
）
〃

千
葉
満
（
８
才
）
藤
枝

秋
元
竹
四
郎
（
ｎ
才
）
金
木

、

お
く
や
み
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（8）金木だより

~~-l

お知ら
青森県

観光写真コンテスト
嘉瀬財産区並びに

喜良市財産区議会議員選挙

口題材

(1)1'j森ﾘ14内の|-EI立、阿疋、リIL立

I@l然公剛等の''1然蛾観

(2)凪物、年I+!術行ﾘ；

(3)文化財、史賊

（4郷土芸能

(5)民芸11,i11

口応募締切り

昭ｲl156年10ﾉ13111

口応弊先

1¥森.'|jk,I;｣)l.j.lllのl

1'i森ﾘ!!観光探内、1'i森ﾘ!L観光

ツノ:真コンテスト係

(n()177-22-11111ﾉ1"4176)

昭和56年度2次

2等陸･海･空士の募集

口募集期|H）

IIH#l156年9ノ]3011まで

口応弊箇烙

18才以|:25才未満のll4KIKI締を

イ｣.するｲ鼎･で'|'4､r:校卒業I波の､j/：

ノJをｲ1.する満

口試験期|｜

受付時に迪知します

口試験腸

I'|衛隊1'j森地方連絡部

.fi所川Ili募雌!l端所

/ilﾘ『川順l1末広llll.29の4

9ノjl7IIをもって任期満了する

溌瀬財産区並びに餌良市財産区縦

会議員の選挙を次の通り執行しま

す。

口投票l1

9jllllI(金）

口投票所・'刑票所

胤瀬財歴Ⅸ（燃瀬公lも館）

#'flu'li財産区(+',illl'li小学校）

口選挙椛荷・

大#j･:粥瀬及び火ごi･:牌良'|jの財産

区のIJ<城内に住lﾘiを｛jし、公選法

"19条に規定するﾉk久選挙人名薄

に篭鍬されている,¥・

口I輝jの定数

〉；i糊Mｲ燦区,i"j8名

：卜‘＃良11j財産l><!紺』10"

口立峡袖1il川の受付11時、場所

9jl子｢1，rII(2111111)

'l.･11ij8時30分～午後5I1ｷまで

金木lll1役場

住宅金融公庫

財形住宅融資のご案内

住宅金融公I!liでは、財形貯幣を

している勤ﾂj･背（3年以|:行い、

その残商が50ﾉJ.lil以|鷺ある方）を

対象に財形{i;宅融尚の階入IIJ込み

の受付をｲ丁っています。この融箇

は、公脈の一般｛111人雌宅融箇など

とあわせてｲl1川することができま

す。一

口III込受付期|Hj

IIHli157年2ノ12711まで

口融資瓶

財形貯搭残iI,'｣1の3ｲ},f

口 利、率

年7.98％（この金llは、IIMil56

年7jjlllの金利です）

口返済川|ﾊl

新築住宅一木進･･,25年以内、簡

易耐火椛造…30年以内

｜Ⅲ火椛造…35年以内‘

II1,1,･11i宅-20:年以内

{li宅改良-10fi;以内

口返済｣法

ノ亡利均等〃ﾉl払い（ボーナス払

いの併IIIもできます｡）

※詳しいことは、公庫業務取扱金

、融機関または住宅金融公l,li'､､!

●

カラオケ大会の益金を寄託

金木地区交迪桁導隊（今与八郎

総隊催〉では、交迪安全祈噸カラ

オケ大会での益金38,50811｣を金木

‘州Yflﾉ1の交辿辿児の方々 に役立て

て下さいと役場に奇,i[しました。

●

丹前下10枚を寄贈

金木ﾊ゙ 解職業illl練校（太IIIH=

校歴）より、l111社会柵祉協1誰会ヘ

ノ､}前卜10枚が寄附されました。

■L

一

たばこの吸いがらも

ゴミのうち

考えよう！みんなで

なくそうむだなゴミ

環境衛生週間

9月21～27日

〆・

共同募金運動

期間10月1日～10月31日

主催青森県共同募金会金木分会
4ァ

凸

’

L


